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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結
累計期間

第61期
第２四半期連結
会計期間

第62期
第２四半期連結
会計期間

第61期

会計期間

自  平成20年
     ４月１日
至  平成20年
     ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
   ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 22,201,00114,247,16310,885,7087,520,82637,488,858

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) 277,837△580,603 2,305 41,794△1,484,871

四半期（当期）純損失
（△）

(千円) △32,847△548,100△96,110 △33,097△3,595,429

純資産額 (千円) ― ― 9,546,7904,165,9845,247,269

総資産額 (千円) ― ― 30,505,99522,909,54123,793,426

１株当たり純資産額 (円) ― ― 190.41 67.17 88.29

１株当たり四半期（当
期）純損失金額（△）

(円) △0.82 △13.80 △2.41 △0.83 △90.51

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 24.8 11.6 14.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 12,696△529,059 ― ― 786,694

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,099,769△3,494 ― ― △1,252,026

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 799,898 604,788 ― ― 824,002

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 3,181,4453,679,0403,672,487

従業員数 (名) ― ― 3,831 3,107 3,104

(注)１  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第61期第２四半期連結累計（会計）期間は

１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため、記載しておりません。第61期及び第62期第２

四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については潜在株式は

存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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３ 【関係会社の状況】

平成21年６月30日をもって閉鎖したKATO SPRING (M) SDN.BHD.（連結子会社）を当第２四半期連結会計

期間より、連結の範囲から除外しております。

　また、当第２四半期連結会計期間において、当社が所有するKATO FASTENING SYSTEMS,INC.（連結子会社）

の全株数を平成21年９月11日に売却し、連結の範囲から除外しております。

なお、当第２四半期連結会計期間より、重要性が増したIKKA TECHNOLOGY（VIETNAM)CO.,LTD.を連結の範

囲に含めております。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名)
3,107
（519）

(注)１　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。なお、臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。

２  従業員数が当第２四半期連結会計期間において181名増加しておりますが、主として当社の連結子会社である

株式会社ストロベリーコーポレーショングループにおいて、新機種立ち上げに伴い、304名増員したこと及び平

成21年６月末の当社の福島工場閉鎖等に伴う119名の減少であります。　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名)
298
（52）

(注)１ 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。なお、臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

２ 従業員数が当第２四半期会計期間において119名減少しておりますが、主として平成21年６月末の当社の福島工

場閉鎖等に伴うものであります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

精密ばね事業 3,075,243 △29.0

精密組立部品事業 222,382 △25.1

モーター事業 1,106,240 △5.0

プラスチック事業 2,273,294 △19.8

合計 6,677,160 △22.6

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  上記の金額は、販売価格によっております。
３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
４  上記の金額の他に商品仕入実績として、精密組立部品事業492,139千円があります。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

精密ばね事業 3,276,310 △29.4 1,270,030 △37.2

精密組立部品事業 1,085,919 △42.8 366,003 △27.8

モーター事業 1,024,156 △17.7 612,000 △27.6

プラスチック事業 2,250,646 △22.2 333,600 △4.7

合計 7,637,033 △28.5 2,581,634 △30.7

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

精密ばね事業 3,122,276 △33.3

精密組立部品事業 1,210,692 △43.2

モーター事業 982,156 △21.7

プラスチック事業 2,205,700 △21.7

合計 7,520,826 △30.9

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)

が判断したものであります。

　当社グループは米国に端を発した世界的な金融危機と景気減速を背景としたＯＡ機器や精密機器、自動

車等の製造業における生産調整の影響を受け、前連結会計年度において売上高の著しい減少、継続的な営

業損失の計上に加え、重要な当期純損失を計上したことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

事象又は状況が存在していると認識しました。当第２四半期連結累計期間においても未だ営業利益を計

上するには至っていないことを鑑み、引続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が

存在していると認識しております。

　これらの状況を解消すべく、４「財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」、２.「事

業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改善

するための対応策」に記載のとおり収益改善に取組み、当第２四半期連結会計期間において営業利益の

黒字化を実現したことに加え、平成22年３月期の通期連結業績予想においても営業利益の黒字化を見込

んでいること、また資金繰り計画に対する金融機関の支援体制を得ることができていることから、平成22

年３月期の事業継続にあたり、重要な不確実性は存在していないと判断しております。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)

が判断したものであります。

　

１. 提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（平成21年７月～９月）におけるわが国の経済は、新興国など海外経済の

回復を背景に輸出や生産の持ち直し、在庫調整の進展等により、景気が持ち直しの基調にあります。ＯＡ

機器や精密機器、自動車産業等、当社グループと関連する製造業においても、第１四半期連結会計期間

（平成21年４～６月）は前年同四半期に比べ生産が大きく落ち込んだものの、当第２四半期連結会計期

間には生産が持ち直ししました。一方、景気の先行きについては、雇用や設備の過剰感が解消されておら

ず、また個人消費の低迷が続く等、本格的な回復にはまだ時間がかかるものと見られております。

　こうした環境の中で、当社グループの売上高はすべてのセグメントで減収となり、75億20百万円（前年

同四半期比30.9％減）となりました。利益面につきましては、精密ばね事業において経営合理化策の実行

による固定費削減が寄与したことから、営業利益は１億82百万円（前年同四半期比１億50百万円増加）

となりましたが、為替差損の発生等により営業外費用が増加したため、経常利益は41百万円（同39百万円

増加）となりました。また、子会社株式や投資有価証券の売却に伴う特別損失の発生等により、四半期純

損益は33百万円（同63百万円損失減少）の損失を計上いたしました。

 

事業のセグメント別の概況は以下のとおりです。

　

① 精密ばね事業

売上高は、ＯＡ機器向けや自動車向けが減少したため、前年同四半期比33.3％減の31億22百万円となり

ました。売上高の落ち込みがあったものの、経営合理化策の実行により人件費を中心とする固定費削減と

原価低減の効果が表れたことから、営業利益は１億85百万円（前年同四半期比１億22百万円増加）とな

りました。

② 精密組立部品事業

主力の携帯電話向けヒンジユニット販売において、国内の需要減少に加え、海外において高機能機種の

販売が欧米で大きく落ち込んだため、売上高は前年同四半期比43.2％減の12億10百万円となり、営業利益

は前年同四半期比48百万円減少の２百万円となりました。

③ モーター事業

健康機器市場向けの売上高が減少したことにより、売上高は前年同四半期比21.7％減の９億82百万円

となりましたが、収益性の低い商品の売上構成が減少したことにより、営業損益は前年同四半期比52百万

円改善し、22百万円の利益を計上しました。

④ プラスチック事業

売上高は、ＯＡ機器向けの受注減少の影響を受け、前年同四半期比21.7％減の22億５百万円となりまし

たが、前年同四半期に発生したのれんの償却がなくなったことや合理化による人件費等の固定費削減効

果等により、営業損失は前年同四半期比25百万円改善の31百万円となりました。
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所在地別セグメントの概況は以下のとおりです。

　

① 日本

ＯＡ機器・自動車関連向けの精密ばねや樹脂製品の売上減少、携帯電話向け高機能ヒンジユニットの

売上減少等により、売上高は前年同四半期比31.3％減の59億28百万円となりました。精密ばね事業におい

て合理化策の実行による固定費削減と原価低減が寄与したことから、営業損益は前年同四半期より１億

57百万円改善し30百万円の利益を計上しました。

② 米国

円高の進行と米国景気の低迷による自動車関連や航空機産業向け精密ばねの売上減少から、売上高は

前年同四半期比27.3％減の３億41百万円、営業損益は前年同四半期比48百万円の減益となり、３百万円の

損失を計上しました。

③ ヨーロッパ

円高の進行と英国景気の低迷による精密ばね全般の売上減少から、売上高は前年同四半期比40.5％減

の１億90百万円、営業利益は前年同四半期比23百万円減の４百万円となりました。

④ アジア

売上高は前年同四半期比28.0％減の10億61万円となりましたが、合理化による固定費削減効果が表れ、

営業利益は前年同四半期比47百万円増の１億20百万円となりました。

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は229億９百万円と、前連結会計年度末に比べ８億83百万

円減少しました。

主な要因は以下のとおりです。

　資産の部は、棚卸資産が４億64百万円減少し、また有形固定資産が減価償却の実施等により２億58百万

円減少しました。

　負債の部は負債合計が、187億43百万円と前連結会計年度末に比べ、１億97百万円増加しました。

これは、事業再編の一環として計上されていた未払費用の支払が実行されたこと等の要因により、その他

流動負債が８億56百万円減少し、また、福島工場閉鎖に伴う早期退職、本社及び柏崎工場の事業所におけ

る希望退職の実施により、退職給付引当金が３億18百万円減少した一方で、長期での資金調達を実行した

ことにより、長期借入金が７億52百万円増加し、また、売上高の増加により仕入債務が７億10百万円増加

したこと等が主な要因となっています。

　純資産の部は純資産合計が、41億65百万円と前連結会計年度末に比べ10億81百万円減少しました。

これは、当第２四半期連結累計期間において、５億48百万円の四半期純損失を計上したこと、また円高の

影響により為替換算調整勘定が２億45百万円減少したこと等によることが主な要因です。

この結果、自己資本比率は11.6％となり3.1％減少しました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は第１四半期連結会

計期間末に比べ、49百万円減少し、36億79百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因

は次のとおりです。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間において、営業活動により資金が４億57百万円減少しました。

主な要因は、売上債権増加による資金減、仕入債務の増加による資金増、希望退職及び早期退職実施によ

る退職給付引当金の増減及び特別退職金の支払額による資金減、事業再編のために前期計上していた未

払いを精算したこと等による資金減が主な要因です。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間において、投資活動により資金が１億20百万円増加しました。

主な要因は有形固定資産の売却及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式（KATO FASTENING SYSTEMS,

INC.）を売却したこと等によるものです。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間において、財務活動の結果、資金は３億65百万円増加しました。

主な要因は、設備投資資金及び運転資金の調達に伴い借入金が増加したことによるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は93百万円であります。

　

２. 事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は

改善するための対応策

当社グループは平成21年２月10日、経営改革に取り組むべく経営合理化施策を発表し、当第２四半期連

結会計期間末に至るまでに、当社福島工場の閉鎖、希望退職・早期退職の実施、本社機能の適所再配置と

事業所の統合、子会社である株式会社アキュレイト及びKATO FASTENING SYSTEMS,INC.の全株式の売却、

フジマイクロ株式会社の一部株式の売却、ADVANEX ENGINEERING CENTRE (ASIA) PTE.LTD.及びKATO

SPRING (M) SDN.BHD.の閉鎖等、様々な施策に取り組んで参りました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間では一連の施策による成果が現れ、１億82百万円の営業利益とな

りました。今後につきましても、引き続き以下の経営合理化施策に取り組み、収益力の回復に努めてまい

ります。

(1) 精密ばね事業の事業改革

① 第一化成株式会社との統合

経営資源の集約による事業の効率化と経費の削減を図るため、国内の連結子会社のうち、プラスチック

事業を行っている第一化成株式会社（本社：栃木県下野市）との事業連携を強化いたします。当社の精

密ばね・金属加工技術と同社のプラスチック射出成形技術の融合を進め、特に自動車市場向けの機構ユ

ニット製品の開発及び販売の強化・拡大を図ってまいります。

② 子会社の再編

中国に複数ある子会社の統合を検討し、事業の強化に努めてまいります。
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③ タングレス・コイルスレッドの拡販

当社の独自技術で競争力の高い製品であるタングレス・コイルスレッドについては、欧米はもとより

日本・アジアにおいても、さらなる事業拡大を行ってまいります。

(2) 精密組立部品事業の回復

精密組立部品事業の中核をなすヒンジビジネスにおきましては、今後も成長が期待できる海外の携帯

電話市場をにらんで商品開発を推進、大手顧客向けに営業・開発体制を整備し、戦略的に販売を拡大して

いきます。このため、海外営業拠点の整備と追加を進めてまいります。携帯電話向け以外に、低価格ミニ

ノートパソコンのヒットにより成長が続くパソコン市場への販売も強化してまいります。

(3) 企業統治の強化とグループ最適経営

連結における実効性の高いコーポレート・ガバナンスが命題として与えられている中、内部統制の仕

組みを整備するとともに、グループのパートナーシップを推進し、集中と分散、求心力と遠心力の最適化

を図るグループ経営を目指してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった、当社福島工場の生産

設備の除却等が平成21年７月末に完了いたしました。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 125,000,000

計 125,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,155,63740,155,637
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式。単元株式
は、1,000株であります。

計 40,155,63740,155,637― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

新株予約権

平成20年７月18日の取締役会決議に基づいて発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　 第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の数(個) 368(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数は、1,000株であります。

新株予約権の目的となる株式の数(株) 368,000

新株予約権の行使時の払込金額(円/１株当たり) 175(注)２

新株予約権の行使期間 平成22年７月19日～平成25年７月18日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　175
資本組入額　　　 88
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　 第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の行使の条件

①　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時にお
いても当社の役員または従業員の地位であることを
要する。ただし、当社が取締役会の決議をもって正当
な理由のあるものと特に認めた場合はこの限りでは
ない。
②　新株予約権者が権利行使期間内に死亡した場合、
死亡後１年間（権利行使期間内に限る）に限り、新
株予約権者の相続人は相続した新株予約権を行使す
ることができる。ただし、新株予約権者の相続人の新
株予約権の行使は、当社の取締役会において事前に
相続人による権利行使の承認がなされていることを
条件とする。
③　新株予約権者は、行使しようとする新株予約権に
つき、当社と本新株予約権者との間において締結す
る株式会社アドバネクス第一回募集新株予約権割当
契約に違反して、新株予約権を行使することはでき
ない。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締
役会の決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する
事項

組織再編に際して定める契約書または計画書等に以
下に定める株式会社の新株予約権を交付する旨を定
めた場合には、当該組織再編の比率に応じて、以下に
定める株式会社の新株予約権を交付するものとす
る。
①　合併(当社が消滅する場合に限る。)
合併後存続する株式会社または合併により設立する
株式会社
②　吸収分割
吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する
権利義務の全部または一部を承継する株式会社
③　新設分割
新設分割により設立する株式会社
④ 株式交換
株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得
する株式会社
⑤ 株式移転
株式移転により設立する株式会社

（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２　新株予約権発行後、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合、上記行使価額は、株式分

割または株式併合の比率に応じ、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は

切り上げる。

　

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

また、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行または自己株式の処分を行う場合

（会社法第194条の規定（単元未満株主による単元未満株式売渡請求）に基づく自己株式の売渡し、当社普

通株式に転換される証券もしくは転換できる証券または当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新

株予約権付社債に付されたものも含む。）の転換または行使の場合を除く。）、上記の行使価額は、次の算式

により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

　

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込価額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行前の株価

既存発行株式数＋新規発行株式数

上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式総数から当社が保有する普通株式に係

る自己株式数を控除した数とし、また、自己株式の処分を行う場合には「新規発行株式数」を「処分する自

己株式数」に読み替える。

さらに、当社が合併等を行う場合、株式の無償割当を行う場合、その他上記の行使価額の調整を必要とする

場合には、合併等の条件、株式の無償割当の条件等を勘案の上、合理的な範囲内で行使価額を調整すること

ができる。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

― 40,155,637 ― 3,451,610 ― 862,902

　

　

(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

加藤　清 東京都練馬区 3,362 8.37

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 1,899 4.73

アドバネクスパートナーシップ
持株会

東京都北区田端６－１－１
田端アスカタワー

1,144 2.85

株式会社南日本銀行 鹿児島県鹿児島市山下町１－１ 581 1.45

住友信託銀行株式会社 大阪府大阪市中央区北浜４－５－33 465 1.16

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１－２－10 392 0.98

加藤　雄一 東京都文京区 358 0.89

資産管理サービス信託銀行株式
会社(金銭信託課税口)

東京都中央区晴海１－８－12　
晴海アイランド　トリトンスクエア　
オフィスタワーＺ棟

300 0.75

橋本　孝二 福岡県柳川市 295 0.73

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１－26－１ 287 0.71

計 ― 9,085 22.62

(注)  上記のほか当社所有の自己株式452千株（1.13％）があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 452,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式。単元株式数は、
1,000株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式　　

38,682,000
38,682 同上

単元未満株式
普通株式　　　　　　　　
　　　　　

1,021,637
― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 40,155,637― ―

総株主の議決権 ― 38,682 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれ

ております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社の自己株式926株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱アドバネクス

東京都北区田端六丁目１
番１号

452,000― 452,000 1.13

計 ― 452,000― 452,000 1.13

(注)   株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）あります。

なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年
　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 108 85 111 91 83 95

最低(円) 68 76 76 73 78 67

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

（1）新任役員

該当事項はありません。

 

（2）退任役員

該当事項はありません。

 

（3）役職の異動

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役　　　　　　　　　　　　　　（品質統括本部
長）

取締役　　　　　　　　　　　　（品質統
括本部長兼
生販企画室長）

武田　栄一 平成21年７月１日

取締役　　　　　　　　　　　　　　（営業統括本部長
兼自動車事業部長）

取締役　　　　　　　　　　　　　　（営業
統括本部長）

加藤　精也 平成21年10月26日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,949,290 4,017,221

受取手形及び売掛金 ※2
 6,673,166

※2
 6,221,305

商品及び製品 815,410 1,032,884

仕掛品 693,250 668,344

原材料及び貯蔵品 1,417,734 1,690,003

繰延税金資産 22,534 71,016

その他 655,792 801,620

貸倒引当金 △56,330 △22,437

流動資産合計 14,170,849 14,479,958

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,164,011 2,035,458

機械装置及び運搬具（純額） 2,690,434 2,903,784

土地 2,407,205 2,431,309

その他（純額） 667,437 817,167

有形固定資産合計 ※1
 7,929,087

※1
 8,187,719

無形固定資産

のれん 58,107 63,815

その他 278,660 157,106

無形固定資産合計 336,768 220,921

投資その他の資産合計 ※3
 472,835

※3
 904,826

固定資産合計 8,738,692 9,313,468

資産合計 22,909,541 23,793,426
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,247,918 3,537,841

短期借入金 3,727,695 3,455,202

1年内返済予定の長期借入金 2,094,687 2,328,062

未払法人税等 78,958 90,796

賞与引当金 46,301 46,852

その他 1,069,306 1,926,277

流動負債合計 11,264,866 11,385,033

固定負債

長期借入金 4,864,294 4,111,902

繰延税金負債 312,436 328,040

退職給付引当金 1,320,448 1,638,896

役員退職慰労引当金 53,575 62,255

負ののれん 188,090 244,336

その他 739,844 775,692

固定負債合計 7,478,690 7,161,123

負債合計 18,743,557 18,546,157

純資産の部

株主資本

資本金 3,451,610 3,451,610

資本剰余金 2,571,588 2,572,288

利益剰余金 △1,792,033 △1,158,543

自己株式 △133,236 △133,217

株主資本合計 4,097,928 4,732,137

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 8,710 △32,241

為替換算調整勘定 △1,439,470 △1,193,692

評価・換算差額等合計 △1,430,759 △1,225,934

新株予約権 18,292 12,587

少数株主持分 1,480,522 1,728,479

純資産合計 4,165,984 5,247,269

負債純資産合計 22,909,541 23,793,426
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 22,201,001 14,247,163

売上原価 17,419,317 11,379,629

売上総利益 4,781,683 2,867,533

販売費及び一般管理費 ※１
 4,601,926

※１
 3,235,643

営業利益又は営業損失（△） 179,757 △368,109

営業外収益

受取利息 17,568 9,446

為替差益 48,525 －

負ののれん償却額 117,570 62,950

その他 84,831 78,600

営業外収益合計 268,496 150,997

営業外費用

支払利息 104,698 140,658

為替差損 － 195,943

その他 65,718 26,888

営業外費用合計 170,416 363,491

経常利益又は経常損失（△） 277,837 △580,603

特別利益

固定資産売却益 ※２
 12,593

※２
 35,393

その他 － 10,775

特別利益合計 12,593 46,168

特別損失

固定資産処分損 ※３
 17,485

※３
 3,027

投資有価証券売却損 － 14,877

投資有価証券評価損 2,444 －

前期損益修正損 ※４
 39,839 －

関係会社株式売却損 － 35,177

その他 1,206 15,096

特別損失合計 60,975 68,179

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

229,455 △602,613

法人税、住民税及び事業税 91,908 84,896

法人税等調整額 50,452 △2,435

法人税等合計 142,360 82,461

少数株主利益又は少数株主損失（△） 119,943 △136,974

四半期純損失（△） △32,847 △548,100
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 10,885,708 7,520,826

売上原価 8,600,481 5,781,182

売上総利益 2,285,227 1,739,643

販売費及び一般管理費 ※１
 2,252,763

※１
 1,556,902

営業利益 32,463 182,741

営業外収益

受取利息 7,885 3,244

負ののれん償却額 51,366 31,475

その他 49,418 32,729

営業外収益合計 108,670 67,449

営業外費用

支払利息 54,787 75,650

為替差損 46,311 125,599

その他 37,729 7,146

営業外費用合計 138,828 208,395

経常利益 2,305 41,794

特別利益

固定資産売却益 ※２
 9,704

※２
 1,314

その他 － 983

特別利益合計 9,704 2,298

特別損失

固定資産処分損 ※３
 17,233

※３
 815

投資有価証券売却損 － 14,877

投資有価証券評価損 1,204 －

前期損益修正損 ※４
 38,567 －

関係会社株式売却損 － 35,177

その他 42 10,815

特別損失合計 57,048 61,685

税金等調整前四半期純損失（△） △45,039 △17,592

法人税、住民税及び事業税 23,796 57,148

法人税等調整額 4,885 △2,428

法人税等合計 28,681 54,719

少数株主利益又は少数株主損失（△） 22,389 △39,213

四半期純損失（△） △96,110 △33,097
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

229,455 △602,613

減価償却費 787,069 649,257

のれん償却額 33,936 △42,577

賞与引当金の増減額（△は減少） 37,566 12,375

退職給付引当金の増減額（△は減少） 48,161 △317,485

貸倒引当金の増減額（△は減少） △55,890 57,186

受取利息及び受取配当金 △21,679 △15,291

支払利息 119,485 140,658

為替差損益（△は益） △5,774 16,211

有形固定資産売却損益（△は益） △12,155 △35,393

固定資産処分損益（△は益） 17,485 3,027

売上債権の増減額（△は増加） △850,102 △873,309

たな卸資産の増減額（△は増加） △111,504 229,789

仕入債務の増減額（△は減少） △404,527 892,548

その他 385,663 △428,973

小計 197,189 △314,589

利息及び配当金の受取額 27,473 21,323

利息の支払額 △132,971 △150,671

法人税等の支払額 △78,995 △85,122

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,696 △529,059

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,125,472 △519,513

有形固定資産の売却による収入 5,198 153,999

無形固定資産の取得による支出 △4,742 △2,276

無形固定資産の売却による収入 － 1,042

投資有価証券の取得による支出 △36,459 △12,940

投資有価証券の売却による収入 － 57,945

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

－ 225,558

その他 61,705 92,690

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,099,769 △3,494

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △674,350 241,311

長期借入れによる収入 2,672,509 1,410,471

長期借入金の返済による支出 △1,178,727 △932,509

少数株主への配当金の支払額 △17,128 △25,242

自己株式の増減額（△は増加） △2,694 △19

その他 289 △89,224

財務活動によるキャッシュ・フロー 799,898 604,788

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,034 △95,003

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △295,209 △22,768

現金及び現金同等物の期首残高 3,476,655 3,672,487

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 49,049

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △19,727

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,181,445

※
 3,679,040
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目 当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、当社が所有する株式会社アキュ
レイト（連結子会社）の全株数を平成21年４月10日に売却した
ことにより、連結の範囲から除外しております。また、ADVANEX
ENGINEERING CENTRE（ASIA)PTE.LTD.（連結子会社）は、平成21
年４月30日をもって清算し、連結の範囲から除外しております。
　株式会社一化商事（連結子会社）と有限会社一化商事（非連結
子会社）は、平成21年６月23日をもって第一化成株式会社（連結
子会社）が吸収合併し、解散いたしました。
　株式会社ストロベリーコーポレーション（連結子会社）の子会
社STRAWBERRY JIAXING　CORPORATION　LIMITEDを第１四半期連結
会計期間より連結の範囲に含めております。
　当第２四半期連結会計期間より、重要性が増したIKKA
TECHNOLOGY（VIETNAM)CO.,LTD.を連結の範囲に含めております。
　平成21年６月30日をもって閉鎖したKATO SPRING (M) SDN.BHD.
（連結子会社）を当第２四半期連結会計期間より、連結の範囲か
ら除外しております。なお、第１四半期連結累計（会計）期間に
おいては、同社の損益計算書を連結しております。
　平成21年９月11日に当社が所有するKATO FASTENING SYSTEMS,
INC.（連結子会社）の全株数を売却したことにより、当第２四半
期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。なお、当
第２四半期連結累計（会計）期間においては、同社の損益計算書
を連結しております。
 

(2) 変更後の連結子会社数

20社

 

　

【簡便な会計処理】

　

項目 当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計

年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部の会社

につき実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎とし

て合理的な方法により算定する方法によっております。

  また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについて正味売却額を見積り、簿価切下げを行う方法によっており

ます。

３  法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　税金等調整前四半期純利益に重要な税務調整を加えた後の課税所得

を基に法人税等を算出しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月　１日 至 平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 18,976,513千円

 

※２　受取手形割引高　　　　　  　　  342,583千円

 

※３　投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒

引当金の額　　　　　　　  　　 20,980千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額 20,551,345千円

 

※２　受取手形割引高　　　　　　　　　406,332千円

 

※３　投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒

引当金の額　　　　　 　　 　　　3,503千円

 

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

　発送費 394,294千円

　給与手当 1,680,084千円

　退職給付引当金繰入額 56,146千円

　減価償却費 116,919千円

　その他 2,354,480千円

　 　

※２　固定資産売却益の主な内容は、機械装置及び運搬具
であります。

※３　固定資産処分損の主な内容は、工具であります。

※４  前期損益修正損は、賞与引当金繰入不足でありま
す。

 

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

　発送費 298,059千円

　給与手当 1,227,662千円

　退職給付引当金繰入額 65,233千円

　減価償却費 81,509千円

　その他 1,563,177千円

　 　

※２　固定資産売却益の主な内容は、機械装置及び運搬具
であります。

※３　固定資産処分損の主な内容は、機械装置及び運搬具
と工具器具備品であります。

―――――――――

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

　発送費 190,805千円

　給与手当 827,955千円

　退職給付引当金繰入額 26,864千円

　減価償却費 57,167千円

　その他 1,149,970千円

　 　

※２　固定資産売却益の主な内容は、機械装置及び運搬具
であります。

※３　固定資産処分損の主な内容は、工具であります。

※４  前期損益修正損は、賞与引当金繰入不足でありま
す。

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

　発送費 153,672千円

　給与手当 594,441千円

　退職給付引当金繰入額 33,048千円

　減価償却費 43,059千円

　その他 732,679千円

　 　

※２　固定資産売却益の主な内容は、機械装置及び運搬具
であります。

※３　固定資産処分損の主な内容は、工具器具備品であり
ます。

―――――――――
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,616,789千円

預入期間が３か月超の定期預金 △435,343千円

現金及び現金同等物 3,181,445千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,949,290千円

預入期間が３か月超の定期預金 △270,249千円

現金及び現金同等物 3,679,040千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日

 至  平成21年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 40,155,637

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 452,926

　

　

３  新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第２四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 ― ― 11,164

連結子会社 ― ― 7,128

合計 ― 18,292

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
精密ばね
事業
(千円)

精密組立
部品事業
(千円)

モーター
事業
(千円)

プラスチッ
ク事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,683,7282,132,2861,254,1532,815,54010,885,708― 10,885,708

　(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

61,105 ― ― ― 61,105(61,105) ―

計 4,744,8332,132,2861,254,1532,815,54010,946,814(61,105)10,885,708

営業利益又は
営業損失(△)

63,10751,578△29,439△57,53827,7074,755 32,463

(注)　１　事業の区分は、製品の種類による区分によっております。

２　各区分の主な製品

（1） 精密ばね事業…………押し・引き・トーションばね、ワイヤーフォーミング、薄板ばね等

（2） 精密組立部品事業……インサートモールディング、ハイパフォーマンスヒンジ等

（3） モーター事業…………ＤＣモーター、コアレスモーター、ギヤードモーター等

（4） プラスチック事業……プラスチック射出成形品等

 

当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)

　

　
精密ばね
事業
(千円)

精密組立
部品事業
(千円)

モーター
事業
(千円)

プラスチッ
ク事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,122,2761,210,692982,1562,205,7007,520,826― 7,520,826

　(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

27,253 ― ― ― 27,253(27,253) ―

計 3,149,5291,210,692982,1562,205,7007,548,080(27,253)7,520,826

営業利益又は
営業損失(△)

185,2262,88822,627△31,995178,7473,993182,741

(注)　１　事業の区分は、製品の種類による区分によっております。

２　各区分の主な製品

（1） 精密ばね事業…………押し・引き・トーションばね、ワイヤーフォーミング、薄板ばね等

（2） 精密組立部品事業……インサートモールディング、ハイパフォーマンスヒンジ等

（3） モーター事業…………ＤＣモーター、コアレスモーター、ギヤードモーター等

（4） プラスチック事業……プラスチック射出成形品等
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
精密ばね
事業
(千円)

精密組立
部品事業
(千円)

モーター
事業
(千円)

プラスチッ
ク事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

9,577,4244,452,0592,537,9685,633,54922,201,001― 22,201,001

　(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

135,627 ― ― ― 135,627(135,627) ―

計 9,713,0514,452,0592,537,9685,633,54922,336,629(135,627)22,201,001

営業利益又は
営業損失(△)

125,895244,837△9,090△183,952177,6902,067179,757

(注)　１　事業の区分は、製品の種類による区分によっております。

２　各区分の主な製品

（1） 精密ばね事業…………押し・引き・トーションばね、ワイヤーフォーミング、薄板ばね等

（2） 精密組立部品事業……インサートモールディング、ハイパフォーマンスヒンジ等

（3） モーター事業…………ＤＣモーター、コアレスモーター、ギヤードモーター等

（4） プラスチック事業……プラスチック射出成形品等

   ３　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会

　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を適用しております。この結果、従来の方法によった場合に比べ

て、当第２四半期連結累計期間において、精密ばね事業では、37,530千円、精密組立部品事業では、281千円、

営業利益が減少しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

　

　
精密ばね
事業
(千円)

精密組立
部品事業
(千円)

モーター
事業
(千円)

プラスチッ
ク事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,925,0142,216,2611,837,7364,268,15014,247,163― 14,247,163

　(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

47,669 ― ― ― 47,669(47,669) ―

計 5,972,6832,216,2611,837,7364,268,15014,294,832(47,669)14,247,163

営業利益又は
営業損失(△)

47,918△212,975△38,323△169,815△373,1955,086△368,109

(注)　１　事業の区分は、製品の種類による区分によっております。

２　各区分の主な製品

（1） 精密ばね事業…………押し・引き・トーションばね、ワイヤーフォーミング、薄板ばね等

（2） 精密組立部品事業……インサートモールディング、ハイパフォーマンスヒンジ等

（3） モーター事業…………ＤＣモーター、コアレスモーター、ギヤードモーター等

（4） プラスチック事業……プラスチック射出成形品等
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

アジア
（千円）

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

8,622,839469,310320,2291,473,32910,885,708― 10,885,708

　(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

70,0434,23492,61515,686182,580(182,580) ―

計 8,692,882473,545412,8441,489,01511,068,288(182,580)10,885,708

営業利益又は
営業損失(△)

△127,01644,39028,04672,57817,99814,46432,463

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦及び米国以外の区分に属する主な国又は地域

（1） ヨーロッパ …………イギリス

（2） アジア ………………シンガポール、マレーシア、タイ、中国、ベトナム

　

当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

アジア
（千円）

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,928,025341,270190,4401,061,0897,520,826― 7,520,826

　(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

29,5772,25252,345 4,732 88,908(88,908) ―

計 5,957,603343,523242,7861,065,8217,609,734(88,908)7,520,826

営業利益又は
営業損失(△)

30,116△3,714 4,520120,402151,32531,416182,741

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦及び米国以外の区分に属する主な国又は地域

（1） ヨーロッパ …………イギリス

（2） アジア ………………シンガポール、マレーシア、タイ、中国、ベトナム
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

アジア
（千円）

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

17,547,3481,074,271685,1062,894,27422,201,001― 22,201,001

　(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

149,7669,274234,16342,433435,638(435,638) ―

計 17,697,1151,083,545919,2702,936,70722,636,639(435,638)22,201,001

営業利益又は
営業損失(△)

△133,785127,11581,122121,141195,593(15,836)179,757

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦及び米国以外の区分に属する主な国又は地域

（1） ヨーロッパ …………イギリス

（2） アジア ………………シンガポール、マレーシア、タイ、中国、ベトナム

３　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会

　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を適用しております。この結果、従来の方法によった場合に比べ

て、当第２四半期連結累計期間において、日本で37,812千円、営業損失が増加しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

アジア
（千円）

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

11,121,185755,313371,6961,998,96714,247,163― 14,247,163

　(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

58,9544,231101,46310,523175,173(175,173) ―

計 11,180,139759,545473,1602,009,49014,422,336(175,173)14,247,163

営業利益又は
営業損失(△)

△563,630△8,526 842 162,619△408,69440,585△368,109

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦及び米国以外の区分に属する主な国又は地域

（1） ヨーロッパ …………イギリス

（2） アジア ………………シンガポール、マレーシア、タイ、中国、ベトナム
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　 米国 ヨーロッパ アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 688,726 341,836 3,918,535 4,949,098

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 10,885,708

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

6.3 3.1 36.0 45.5

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっております 

２　米国以外の各区分に属する主な国又は地域

（1） ヨーロッパ…………イギリス、フィンランド、フランス、チェコ他

（2） アジア………………シンガポール、マレーシア、タイ、中国、韓国、ベトナム他

３　海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)

　

　 米国 ヨーロッパ アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 443,223 183,180 2,515,401 3,141,805

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 7,520,826

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

5.9 2.4 33.4 41.8

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっております 

２　米国以外の各区分に属する主な国又は地域

（1） ヨーロッパ…………イギリス、フィンランド、フランス他

（2） アジア………………シンガポール、マレーシア、タイ、中国、韓国、ベトナム他

３　海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　 米国 ヨーロッパ アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,540,585 771,274 7,692,907 10,004,767

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 22,201,001

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

6.9 3.5 34.7 45.1

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっております 

２　米国以外の各区分に属する主な国又は地域

（1） ヨーロッパ…………イギリス、フィンランド、フランス、チェコ他

（2） アジア………………シンガポール、マレーシア、タイ、中国、韓国、ベトナム他

３　海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

　

　 米国 ヨーロッパ アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 945,841 355,481 4,771,470 6,072,793

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 14,247,163

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

6.6 2.5 33.5 42.6

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっております 

２　米国以外の各区分に属する主な国又は地域

（1） ヨーロッパ…………イギリス、フィンランド、フランス他

（2） アジア………………シンガポール、マレーシア、タイ、中国、韓国、ベトナム他

３　海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

ストック・オプション等は、重要性が乏しいため注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 67.17円
　

　 　

　 88.29円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 4,165,984 5,247,269

普通株式に係る純資産額(千円) 2,667,168 3,506,202

差額の主な内訳(千円) 　 　

  新株予約権 18,292 12,587

  少数株主持分 1,480,522 1,728,479

普通株式の発行済株式数(千株) 40,155 40,155

普通株式の自己株式数(千株) 452 444

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株)

39,702 39,711

　

２  １株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △0.82円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存
在しないため、記載しておりません。
 

１株当たり四半期純損失金額（△） △13.80円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため、記載しておりません。
 

(注)  １株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
(千円)

△32,847 △548,100

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △32,847 △548,100

普通株式の期中平均株式数(千株) 39,731 39,706

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

― ―
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △2.41円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存
在しないため、記載しておりません。

 

１株当たり四半期純損失金額（△） △0.83円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため、記載しておりません。

 

(注)  １株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
(千円)

△96,110 △33,097

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △96,110 △33,097

普通株式の期中平均株式数(千株) 39,726 39,704

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

― ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

株式会社アドバネクス

取　締　役　会　　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　村　　　茂　　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　高　橋　　　秀　彰　　印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アドバネクスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年　４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドバネクス及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業

会計基準第９号）を適用している。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月11日

株式会社アドバネクス

取　締　役　会　　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　　村　　　　　茂　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　　橋　　秀　　彰　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    兼　　宏　　章　  印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アドバネクスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドバネクス及び連結子会社の平成

21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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